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【続 他科医に聞きたいちょっとしたこと】  
フェリチンとヘパリンについて

高後 裕



ヘ
パ
リ
ン
は
血
液
凝
固
異
常
に
対
し
広
く
用
い
ら
れ
る

薬
剤
で
す
。

側
フ
エ
リ
チ
ン

フ
エ
リ
チ
ン
は
、
過
剰
な
鉄
を
隔
離
・
中
和
す
る
分

子
量
妬
万
の
タ
ン
パ
ク
質
で
、
１
分
子
の
フ
ェ
リ
チ
ン

内
に
４
，
４
０
０
原
子
の
酸
化
鉄
を
貯
蔵
し
ま
す
ｐ
フ

エ
リ
チ
ン
は
、
主
に
肝
臓
に
存
在
し
ま
す
が
、
ほ
ぼ
ど

の
細
胞
に
も
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
と
き
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
部
は
、
血
液
中
に
も
出
現
し
、
「
血
清
フ
エ
リ

チ
ン
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
フ
エ
リ
チ
ン
濃
度
は
、

主
に
身
体
の
中
の
鉄
の
濃
度
（
貯
蔵
鉄
）
と
比
例
し
て

動
く
た
め
、
一
般
に
フ
エ
リ
チ
ン
が
高
い
と
身
体
の
鉄

が
増
え
た
状
態
（
鉄
過
剰
状
態
）
を
、
低
い
と
身
体
の

鉄
が
足
り
な
い
状
態
（
鉄
欠
乏
状
態
）
を
表
し
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
炎
症
や
が
ん
で
も
、
血
清
フ
エ
リ
チ
ン
値

が
上
が
る
こ
と
が
あ
る
た
め
注
意
が
必
要
で
す
。

窪
岬
舌
．
．
‐
一
室
“

合
に
は
、
「
鉄
欠
乏
状
態
」
と
言
っ
て
よ
く
、
逆
に
２

５
０
昭
／
血
を
超
え
る
と
「
鉄
過
剰
状
態
」
が
存
在

◎
フ
エ
リ
チ
ン
と
ヘ
パ
リ
ン
に
つ
い
て

い
鉄
欠
乏
症
性
貧
血
の
検
査
項
目
の
中
で
一
番
先

に
減
少
す
る
の
は
フ
ェ
リ
チ
ン
（
貯
蔵
鉄
）
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
貯
蔵
鉄
と
は
減
っ
た
血

清
鉄
を
補
う
と
い
う
働
き
が
あ
る
の
で
、
血
清

鉄
が
一
番
先
に
減
少
し
、
フ
ェ
リ
チ
ン
は
一
番

最
後
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

②
ワ
ル
フ
ァ
リ
ン
を
内
服
中
に
手
術
の
必
要
が
生

じ
た
が
、
血
栓
症
の
予
防
の
た
め
中
止
で
き
な

い
と
き
、
ヘ
パ
リ
ン
を
代
わ
り
に
使
う
と
い
い

ま
す
が
、
ヘ
パ
リ
ン
も
抗
凝
固
剤
で
あ
る
か
ら

手
術
時
に
は
禁
忌
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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高
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県
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児
科
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一
般
に
血
清
フ
エ
リ
チ
ン
が
皿
昭
／
皿
よ
り
低
い
場

フ
エ
ワ
チ
ン
は
検
査
診
断
試
薬
と
し
て
使
用
き
れ
、

一
般
に
貯
蔵
鉄
の
マ
ー
カ
ー
と
し
て
使
わ
れ
る
も
の
で
、

ＣＬＩＮＩＣＩＡＮ '１２Ｎ０．６１１ ４６(752）






	cover
	2013年08月20日15時49分30秒

